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生による授業評価の実施」、「厳格 な成績評価(GPA制 度)の 導入」また、
いわゆる教授法開発(フ ァカルティ・ディベロップメン ト(FD))の 実施で
ある。
その背景には、2002(平 成13)年6月 に文部科学省が打ち出した 「大学(国






準の教育及び研究を展開し得る大学を重点的に支援 してい くことが必要 と考
えられ、「世界最高水準の大学づ くりプログラム」(いわゆる 「国公私 トップ





他、中央教育審議会の第14回 大学分科会では、2003(平 成15)年1月 に 「特
色ある大学教育支援プログラム(案)」 が出され、国公私立大学でおこなわ




























電話とWebを 活用 した授業を展開し、その授業評価アンケー トの分析をもと
に、情報機器を活用 した授業展開が学生にとって、 どのようなものなのかを
明 らかにした。
3.ア ンケー ト調 査 の概 要
神戸市にある私立K大 学において、情報関連科 目でWebお よび携帯電話を
利用 した授業を展開した。具体的には、授業での内容に関する小レポー トの
題目を、携帯電話のE-Mai1機 能を利用 し学生に配信 し、携帯電話のE-Mail
機能と、Webで の掲示板機能を利用 した情報交換(教 員 と学生、学生と学生)、
およびレポー トの提出である。
その授業において、情報機器を利用 した授業のあり方についてアンケー ト
調査をおこなった。調査対象は受講学生57名 、調査時期は2002年4月 ・6月 ・
7月 の3時 点で、質問項目は次の4点 である。① 「情報機器を利用すること
への評価」、② 「自分 自身の授業態度についての評価」、③ 「授業に対する評
価」、④ 「小レポー トについての評価」。なお、① 「自分自身の情報リテラシー
についての評価」、② 「情報社会の今後についての意識」の2点 については、
導入前 と導入後の2時 点で調査をおこなった。
4-1.各 項 目の単 純集 計
まず、「情報機器を利用することへの評価」については、導入前の評価で
は 「評価 しない」(38.9%)が 最も多い回答であ り、「評価する」は37.0%で あっ






















図1.情 報機器を利 用することへの評価 図2.自 分 自身の授業態度についての評価
「自分自身の情報 リテラシーについての評価」については、授業後に 「普通」
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導入中で最 も高 くなっている。「楽」 という評価に関しては、導入中が最 も
























o冩2㊤ 霪 類 鑑60糶 畠o霧 蠶o口麗
驪 発展する 驪 普通 口 廃れる
4-2.相 関関係 の強 い項 目について の クロス集 計
次に、「情報機器を利用することへの評価」「自分 自身の授業態度について














導入前 「自分自身の情報 リテラシーについての評価」 と導入中 「小 レポー
トについての評価」(図8)で は、情報リテラシーが高い者ほど、 レポー トを
「きつい」と回答 していることがわかった。反面、情報 リテラシーが低い者
ほど、レポー トを 「楽」だと感じている。つまり、情報機器を利用 したレポー
ト提出では、友人のレポー トを利用 した り、Web上 のデータをコピーなどす
れば、簡単に体裁を整えられるため、適当な対応 も可能である。そのために
このような結果が出たと考えられる。




{}黠20驚 蠶目黠69鬻8目 鑑 憩o黠
1驪 楽 纓 普通 口 きつい1
(p<0.01) (p<0.05)














図9.情 報リテラシー(前)×情報 リテラシー(後) 図10.授 業評価(前)× 情報 リテ ラシー(後)
導入後 「情報機器を利用することへの評価」と導入後 「授業に対する評価」
(図11)で は、情報機器の利用に対 して積極的な評価をする者 ほど、授業評
価も 「おもしろかった」 と回答することがわかった。情報機器の利用に対 し
て評価 しない者は、授業評価 も 「つまらなかった」と回答する者がいること
から、情報機器の利用についての評価が、授業評価にも影響するといえる。
導入中 「小レポー トについての評価」 と導入後 「小レポー トについての評
価」(図12)で は、授業実施中に、小 レポー トの作成が 「きつい」 と感じた者
は、最終的にも小レポー トの作成が 「きつい」と感じることがわかった。つ
まり、情報機器を利用した小 レポー ト課題 というものは、評価が変化 しに く
いといえる。そのため、一度、学生が感 じた印象は払拭 されにくいといえる。
図11.情 報機器 の利用(後)× 授業評価(後) 図12.小 レポー ト(中)× 小 レポー ト(後)
導入前 「情報社会の今後についての意識」 と導入後 「情報社会の今後につ
いての意識」(図13)で は、データに偏 りがあるため分析に注意が必要である
184
情報機器 を利用 した大学 における双方向授業の あ り方
が、情報化社会についての意識は、「廃れる」 と答えた者は、情報機器を利








































しかし、多 くの大学は、昨今の大学改革の流れに翻弄され、とにか く何 ら
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